
＊＊＊試食会当日の献立＊＊＊ 
 

・こぎつねごはん 

・牛乳  

・さわらのあけぼの焼き 

・いそか和え 

・さつま汁 

感想を一部ご紹介します！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.city.kasukabe.lg.jp/soshikikarasagasu/nogyoshinkoka/gyomuannai/1/15744.html 

 

① 「ながら食べ」をさせないようにしているが、集中して食べないときがある。 

楽しく食べることも心掛けつつ、集中してもらうコツなどあれば知りたい 

食べることに集中するためには、環境を整えることが大切です。 

〇食べる時間を区切る（３０分くらいを目安にする） 

〇食べている間は、なるべくテレビや動画はつけないようにする 

（視界からの刺激により、食べることへの集中力が低下してしまう恐れがあります） 

〇たくさん体を動かしたり、おやつの食べる量を決めたりなど、空腹状態を意識する。 

〇食事の準備を子どもと一緒にする、買い物を一緒にするなど、 

自分も食事の準備に参加している意識を持たせる。 

 

② お味噌汁の味付けを知りたいです 

給食での、基本的な味付けや出汁の量を紹介します。（４人分） 

・白みそ、赤みそ…各１０ｇずつ 

・煮干し…４ｇ（４～６尾）             給食では、釜に煮干しと削り節の両方と水を入れ、 

・混合削り節（かつお・さば）…１２ｇ      アクをとりながら弱火でじっくり煮て出汁をとっています。 

 

③ 高学年になると量は増えますか？ 

３・４年生（中学年）の量を基準に、５・６年（高学年）は１．２倍、 

１・２年生（低学年）は０．８倍を目安に量を計算しています。 

 

④ 子どもが朝食べないことが多いので、しっかり食べさせる工夫があれば知りたい 

早寝早起きを意識し、朝ごはんを食べる時間までに目をしっかりと覚めさせると、血流がよくな 

り胃腸が動き出し、食欲が出やすくなります。また、小さめのおにぎりや、１枚を４つ切りの大きさ 

にしたサンドイッチなど、数口で食べきれる大きさにすると完食しやすくなります。少量でも食べ 

てから毎日登校する習慣がつくといいですね。 

 

⑤ 残菜はどうしているのか 

残菜については、計量後は水気を切り、可燃ごみとして処理しています。 

食品ロス削減の観点からも、残菜を減らす工夫を今後も考えていきます。 

 

⑥ 給食の時間に、机をグループにすることは取り入れられないですか？ 

食べることに集中することや、感染症防止などの観点から、基本的にはグループにせず喫食 

していますが、お弁当の日や、各クラスでの活動状況に応じて、グループにして喫食する日も 

あります。 

 

 

★牛乳の残りが目立ちます 

給食では毎日１本（200ml）牛乳がつきます。牛乳は成長期に必要な栄養素がたっぷり入った食品で、１本飲む

ことで 227mg のカルシウム（小学生で１日に必要なカルシウムの約 1/3）を摂取することができます。安価で手軽

にカルシウムを摂取できる食品なので、苦手でもがんばって飲んでほしいと思います。ご家庭でも飲むことをおす

すめしていますが、どうしても飲みづらい場合は、他の食品でしっかりカルシウムを摂取するようにしましょう。 

《１日にとりたいカルシウムの量》 

           男     女 

6～7 才  600mg  550mg 

8～9 才  650mg  750mg 

10～11 才  700mg  750mg 

カルシウムの多い食品 

チーズ・ヨーグルトなどの乳製品、 

豆腐などの大豆製品、海藻、 

小魚、小松菜、切り干し大根 など 


